
林業架線作業主任者試験 
（平成15年7⽉〜平成15年12⽉ 実施分）

問１ （機械集材装置及び運材索道に関する知識）

 機械集材装置の構成部分に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）集材機のエンジンには、ディーゼルエンジンやガソリンエンジンが多く
  使⽤され、モータなど他の動⼒源のものもある。
（２）普通の搬器は、⾛⾏⾞輪の軸は両側の側板で⽀え、主索は搬器の中を通
  過する構造である。
（３）機械集材装置のなかで主索を⽀えるのが⽀柱で、集材機側の⽀柱を元
柱、
  先⼭の⽀柱を先柱と呼び、元柱と集材機の間に向柱を設置することもあ
る。
（４）主索は、上下両⽀点間に張り渡され、吊り荷の荷重を⽀え、搬器が⾛⾏
  するレールの役⽬をし、架設に当たっては、⼗分な強度が必要である。
（５）ディーゼルエンジンは、トルク⼀定型原動機と呼ばれ、⼀般に⾼速回転
  では、⾺⼒が⼩さいので低速回転の範囲で使う必要がある。

問２  機械集材装置の索張り⽅式の特徴に関する次の記述のうち、正しいもの
はど
れか。

（１）ホイスチングキャレジ式は主索を使⽤せず、引寄索と引戻索からなり、
  先柱で折り返した引戻索に搬器を乗せた構造である。
（２）スナビング式は、下げ⽊⽤⼜は上げ⽊⽤として⽤いられ、急傾斜地の⻑
  距離⾼速集材に有利である。
（３）タイラー式は、主として下げ⽊⽤で、⽐較的こう配のゆるいところで使
  ⽤され、荷上索の損耗が少ないが運転操作に熟練を必要とする。
（４）エンドレスタイラー式は、タイラー式の引寄索と引戻索を連結して、１
  本のエンドレス索として、エンドレスドラムで駆動し、運転操作が複雑で
  ある。
（５）フォーリングブロック式は、主として急こう配の上げ⽊⽤⼜は下げ⽊⽤
  に採⽤され、⾼速運転を⾏うのに適している。

問３  機械集材装置の動⼒伝導装置に関する次の記述のうち、誤っているもの
はど
れか。

（１）ドラム制動機は、集材機のドラムの回転を、必要に応じて制動する装置
  で、複式ブロックブレーキ、バンドブレーキ、ディスクブレーキなどがあ



  る。
（２）エンジンクラッチは、エンジンの動⼒を変速装置に伝達し、必要に応じ
  遮断する装置で、単板型、多板型、⾃動遠⼼クラッチがある。
（３）ドラムクラッチは、終段⻭⾞の回転をドラムに伝達、⼜は遮断する装置
  で、主軸が軸受けに固定されている型と主軸が終段⻭⾞に固定されている
  型がある。
（４）正逆転装置は、集材機のドラムの回転⽅向を正転と逆転に切り替える装
  置で、その機構は、集材機の機構の形式により各種のものがある。
（５）トルクコンバータはクラッチの役割を果たすが、変速機能は有しない。

問４  ワイヤロープの取扱いに関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）ワイヤロープをクリップ⽌めするときは、座⾦を張⼒のかかる側に当
て、
  クリップが張⼒で移動しないようにする。
（２）ワイヤロープ末端の加⼯⽅法には、合⾦⽌め、圧縮⽌め、クリップ⽌
め、
  くさび⽌めなどの⽅法があるが、その強度はくさび⽌めが最も⼤きい。
（３）タワーヤーダを使⽤する集材架線では、「ロープ⼼⼊りロープ」のワイ
  ヤロープは⽤いられていない。
（４）給油するときは、主索には粘性の低い油を、作業索には粘性の⾼い油を
  使⽤しなければならない。
（５）解索するときは、わく⼜はコイルを回転させないように固定してワイヤ
  ロープを解かなければならない。

問５  図において、⽊材、ロージングブロックの合計質量Ｐが７００kg、揚程
ｈが
４０ｍであるとき、静⽌した状態での荷上げ索にかかる張⼒Ｔは次のうちどれ
か。
 ただし、荷上げ索の単位⻑質量は０.６kg/ｍである。

（１）１,９９２Ｎ{２０４kgf}
（２）２,２３４Ｎ{２２８kgf}
（３）３,６６５Ｎ{３７４kgf}
（４）３,９００Ｎ{３９８kgf}



（５）７,３３０Ｎ{７４８kgf} 

問 ６  機械集材装置に使⽤するブロック類に関する次の記述のうち、誤って
いるものはどれか。

（１）サドルブロックは、元柱、先柱に取付けて、主索をこれに通して⽀える
  滑⾞で、三⾓形の側板に２個の滑⾞を備えているものが多い。
（２）ガイドブロックは、作業索や引締索などを引き回し、⽅向を変えるため
  に使われる滑⾞をいう。
（３）ロージングブロックは、荷上索または引寄索を通して、搬器から吊下
げ、
  荷を⽔平移動させるブロックをいう。
（４）ヒールブロックは、３〜４個のシーブをもつ滑⾞で、２個のヒールブロ
  ックにヒールラインを掛け回してヒールの組み⽴てをいう。
（５）ロージングフックは、ロージングブロックの下部につけられているスリ
  ングを掛けるフックをいう。

問 ７  タワーヤーダに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）集材機と元柱となるタワーを組み合わせた装置で⾃⾛式⼜はけん引式の
  ⾞両に搭載されている。
（２）機械集材装置の架設と撤去作業に要する時間が、短縮できる利点があ
る。
（３）ドラムは、⼀般の集材機と⽐べて、ドラム幅が広く、巻き底径が⼤き
く、
  フランジは低くなっている。
（４）集材架線のスパンは、１００ｍ前後の⼩型から６００ｍ程度の⼤型機種
  もある。
（５）タワーの⾼さは、機械全体の⼤きさと関係があり、⼩型機種で７〜８ｍ
  ⼤型で９〜１０ｍ程度である。



問 ８  図のような型式の運材索道の名称として、正しいものは次のうちどれ
か。

 
 
（１）ランニングスカイライン式
（２）エンドレスタイラー式
（３）フォーリングブロック式
（４）ホイスチングキャレジ式
（５）スナビング式

問 ９  連送式運材索道において主⽀間の斜距離が５００ｍ、搬器の質量４０
０kg、
⽀間内搬器の数２、径１８mm裸Ａ種のワイヤロープ(単位⻑質量１.２kg/ｍ、
破断荷重１９.６ｔ)を使⽤したとき、主索の安全係数として、正しいものは次
のうちどれか。
 ただし、最⼤張⼒Ｔ＝（Ｗ＋Ｐ）×φ
    Ｗ︓索の質量（kg）
    Ｐ︓搬器の質量（kg）
    φ︓最⼤張⼒係数は４.２とする。

（１）５.０
（２）４.９４
（３）４.６６
（４）３.３３
（５）３.０

問１０  主索の緊張度の検定に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）振動波による⽅法は、索の⻑さ、直径の⼤⼩によって振動波の往復に要
  する時間が異なることを利⽤したものである。
（２）張⼒計を⽤いる⽅法で、張⼒計を直接主索に取り付けて計るときは、張
  ⼒計の測定値をそのまま読めばよい。



（３）主索の安全係数は２.７以上としなければならない。
（４）索の傾斜⾓を測定する⽅法は、計算式が簡単で中央垂下⽐を直接に計算
  できるが、正しい結果を得るためには、接線傾斜⾓を正確に測る必要があ
  る。
（５）主索の緊張度の検定は、無負荷⼜はこれに近い状態で検定することが必
  要である。

問１１ （林業架線作業に関する知識）

 集材機の据え付けに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）集材機を据え付ける場所は、運転者が集材⼯場など重要地点を⾒渡す視
  界の確保できる場所を選定する。
（２）主索の直下は、主索の切断による落下やエンドレス索や引戻索の切断に
  よる搬器の逸⾛などによる危険防⽌の⾯から避ける。
（３）主材機は、横⽅向へ移動しないように固定する。
（４）ワイヤロープを集材機のドラムに巻き取るとき、集材機のドラムは、直
  近のガイドブロックに正対してドラム幅の５〜１０倍離す。
（５）集材機を据え付ける場所は、傾斜地を切り取って整地するか、強固な盤
  台上の架台等を構築して据え付ける。

問１２  機械集材装置の⽀柱に取り付ける控索に関する次の記述のうち、誤っ
ている
ものはどれか。

（１）平地に近い状態の所で控索をとる場合は、控索と⽀柱とのなす⾓度が４
  ５ﾟ〜６０ﾟ位になるように取り付ける。
（２）控索は、⽀柱にかかる⼒の⼤きさと⽅向を⾒きわめ、これに対抗するよ
  うに設ける。
（３）控索を⽴⽊に取り付けるときは、２回以上巻き付け、確実な⽅法で固定
  する。
（４）控索の⻑さが⻑くなると、索の重さによるゆるみが⼤きくなり効果は⼩
  さくなる。
（５）控索を緊張するときは、控索を⼆重にして、その間に棒を通しワイヤロ
  ープをねじって締めるとよい。

問１３  ドラムの巻幅が７５cmの集材機を据え付ける場合、向柱から集材機
までの最
短の距離として、正しいものは次のうちどれか。

（１） ７.５ ｍ
（２） ９.０ ｍ



（３） ９.７５ｍ
（４）１１.２５ｍ
（５）１８.７５ｍ

問１４  機械集材装置の索張り作業に関する次の記述のうち、誤っているもの
はどれ
か。

（１）ヒールブロックの⼀⽅は、アンカーに固定し元柱の周辺の状況によって
  は、ヒールをスパンの内側に設けることもある。
（２）ナイロンロープは、弾性伸びが⼤きいことや鋭い⾓に当たると切れやす
  い性質がある。
（３）キャプスタンのところでロープがすべるときは、巻付け回数を減らさな
  ければならない。
（４）⼩規模の機械集材装置では、リードロープを使わず、作業索を直接張り
  回すこともある。
（５）ナイロンロープをキャプスタンを使って引き込む場合に、キャプスタン
  への巻き⾜しをするときは、いったん、キャプスタンを逆転させて、張⼒
  をゆるめてから⾏わなければならない。

問１５  機械集材装置の試運転に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。

（１）試運転の前に装置全体を⽬視で点検し各ブロック類、それぞれの台付け
  索、各アンカーが正しく設置されているか確認する。
（２）機械集材装置の設計の概要については、作業者全員に説明する必要はな
  い。
（３）試運転では、最初に軽い荷重をかけゆっくりと運転、次第に荷重を⼤き
  くし数回の往復運動後、装置全体の安全を確認する。
（４）試運転中は、監視している作業者からの合図と動作に注意を払い、連絡
  があればすぐ停⽌するなど緊急処置をとる。
（５）試運転終了後、集材機の固定の状況、主索と作業索アンカーや台付け
索、
  主索クランプ等を点検し増し締めや必要な調整を⾏う。

問１６  運材索道の盤台の要件に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。

（１）おろし盤台では、到着した荷と盤台の間隔にへだたりがある場合、台⾞
  を利⽤することは避ける。
（２）おろし盤台は、トラックへの積み込み量と必要量が貯材できる広さであ
  ること。



（３）盤台の⾼さが２ｍ以上あるところには、墜落防⽌の措置を講ずること。
（４）積込み盤台は、安定した位置で積み込み作業ができ、かつ、搬器が容易
  に発進できる構造のものであること。
（５）盤台の床材は、できるだけ平らに並べ、⾜場として危険のないようにす
  ること。

問１７  運材索道作業における荷かけ、荷はずしに関する次の記述のうち、誤
ってい
るものはどれか。

（１）実搬器の荷はずし場所到着の合図は、指名された者が明確敏速に⾏う。
（２）搬器には､最⼤荷重の１.２倍までの荷をかけてもよい。
（３）荷かけ⽤ロープを⻑く下げたままで空搬器を返送してはならない。
（４）搬器のグリップの解除、緊締は、必ず⼿⼜は⽤具を⽤いて確実に⾏う。
（５）毎回の発送前に搬器のグリップのきき具合を確める。

問１８  運材索道の撤索作業に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）短距離の索道のえい索を撤索する場合は、えい索が⼗分ゆるんだことを
  確認し、みぞ⾞からできるだけ離れたところで切断する。
（２）撤索作業に際しては、作業索バイス、ヒールブロック、動⼒ウインチ、
  集材機、かぐらさん、チルホール等を準備する。
（３）えい索の撤去に⽤いるヒールブロックの組数は、最後の緊張を⾏ったと
  きの組数と同数とする。
（４）主索は重いので、収納はつとめて機械⼒を利⽤する。
（５）⽊わくに索を巻き取って⾏く場合は、指定された油を塗りながら⾏う。

問１９  運材索道の解体作業における次のＡからＦまでの撤去の⼀般的な⼿順
として、
適切なものの組合せは(１)〜(５)のうちどれか。
 ただし、
 Ａ 中間⽀柱の分解撤去
 Ｂ 運材機の分解撤去
 Ｃ おろし盤台の解体撤去
 Ｄ えい索の撤去
 Ｅ 主索、復索の撤去
 Ｆ 積込み盤台の解体撤去
 とする。

（１）Ｆ － Ｅ － Ｄ － Ｂ － Ａ － Ｃ
（２）Ｆ － Ｃ － Ｂ － Ｅ － Ａ － Ｄ



（３）Ｆ － Ｃ － Ｄ － Ｅ － Ａ － Ｂ
（４）Ｆ － Ｄ － Ｅ － Ａ － Ｂ － Ｃ
（５）Ｆ － Ｄ － Ａ － Ｅ － Ｂ － Ｃ

問２０  運材索道において、設計荷重による試運転をするとき、各号⽀柱で⾏
う点検
事項として、該当しないものはどれか。

（１）実搬器が⽀柱の直上にきたときの衝撃の程度
（２）速度と実搬器の進⾏位置の状態並びにそれが原動機各部におよぼす影響
（３）実搬器が⽀柱を越した直後における控索の状態
（４）実搬器が近づいたときの⽀柱と⽀持器に起こる変化の状態
（５）索傾斜⾓が特に⼤きい⽀柱では、⽤材をつっている荷かけ⽤ロープ、チ
  ェーン等のずれ

問２１ （関係法令）

 事業者が機械集材装置⼜は運材索道を設置しようとするとき、あらかじめ、
林業架線作業主任者に⽰さなければならない事項として、法令に定められてい
ないものは次のうちどれか。

（１）⽀柱及び主要機器の配置の場所
（２）機械集材装置の集材機の最⼤けん引⼒
（３）最⼤使⽤荷重及び搬器ごとの最⼤積載荷重
（４）中央垂下⽐
（５）使⽤するワイヤロープの⻑さ

問２２  機械集材装置を⽤いて作業を⾏う場合、事業者が⾒やすい箇所に表⽰
し、か
つ、労働者に周知しなければならない事項として、法令上、定められているも
のは次のうちどれか。

（１）最⼤使⽤荷重
（２）点検事項
（３）悪天候時の作業禁⽌
（４）⽴⼊禁⽌の場所
（５）搬器へのとう乗の制限

問２３  機械集材装置⼜は運材索道の構造等に関する次の記述のうち、法令
上、定め
られていないものはどれか。



（１）搬器、主索⽀持器その他附属器具は、⼗分な強度を有するものを使⽤し
  なければならない。
（２）機械集材装置の集材機⼜は運材索道の運材機は、⼗分な強度を有し、か
  つ、林業架線作業主任者が運転状況を監視できる場所に据え付けなければ
  ならない。
（３）えい索⼜は作業索の端部を搬器⼜はロージングブロックに取り付けると
  きは、クリップ⽌め、アイスプライス等の⽅法により確実に取り付けなけ
  ればならない。
（４）サドルブロック、ガイドブロック等は、取付け部が受ける荷重により破
  壊し、⼜は脱落するおそれのないシャックル、台付け索等の取付け具を⽤
  いて確実に取り付けなければならない。
（５）搬器⼜はつり荷を制動させる必要がない場合を除き、搬器⼜はつり荷を
  適時停⽌させることができる有効な制動装置を備えていなければならな
い。

問２４  機械集材に関する次の業務のうち、従事労働者に対して安全のための
特別の
教育を⾏うこととされている業務はどれか。

（１）機械集材装置の組⽴ての業務
（２）機械集材装置の解体の業務
（３）機械集材装置の運転の業務
（４）ワイヤロープを継ぐ業務
（５）合図の業務

問２５  林業架線作業主任者が⾏うべき職務事項として、法令に定められてい
ないも
のは次のうちどれか。

（１）作業の⽅法及び労働者の配置を決定すること。
（２）材料の⽋点の有無並びに器具及び⼯具の機能を点検し、不良品を取り除
  くこと。
（３）作業中、安全帯等及び保護帽の使⽤状況を監視すること。
（４）機械集材装置及び運材索道を設計し、設計に関する書類を作成するこ
と。
（５）作業を直接指揮すること。

問２６  林業架線作業において、その⽇の作業を開始する前の点検事項とし
て、法令
上、定められていないものは次のうちどれか。



（１）主索の損傷の状態
（２）制動装置の機能
（３）荷吊り索の異常の有無
（４）運転者と荷かけ、荷はずしをする者との間の連絡⽤電話、電鈴等の装置
  の機能
（５）搬器とえい索との緊結部の状態

問２７  林業架線作業主任者免許の取り消し事由⼜は効⼒停⽌事由とならない
ものは
次のうちどれか。

（１）重⼤な過失により、林業架線作業について重⼤な事故を発⽣させたと
き。
（２）免許証を他⼈に貸与したとき。
（３）免許証を紛失し、再交付を受けずにいたとき。
（４）免許試験の受験について、不正⾏為があったとき。
（５）免許証を他⼈に譲渡したとき。

問２８  機械集材装置の作業索等に２４本線６よりのワイヤロープで次のＡ〜
Ｄのも
のを使⽤することになった。それぞれの索にかかる荷重が１６００kgであると
き、法令上、使⽤しても良いワイヤロープの組合せは(１)〜(５)のうちどれ
か。

 ワイヤロープ    ワイヤロープ     切断荷重
 の⽤途        の直径

Ａ 作業索       １０.０mm    ４９.２０kＮ
 (巻上げ索を除く｡)           {５.０２tf}
Ｂ 巻上げ索      １４.０mm    ９６.３３kＮ
                    {９.８３tf}
Ｃ 台付け索      １２.５mm    ７６.８３kＮ
                    {７.８４tf}
Ｄ 荷吊り索      １１.２mm    ５９.６８kＮ
                    {６.０９tf}
（１）Ａ，Ｃ
（２）Ａ，Ｄ
（３）Ｂ，Ｃ
（４）Ｂ，Ｄ
（５）Ｃ，Ｄ

問２９  機械集材装置⼜は運材索道のワイヤロープとして、法令上、使⽤でき



るもの
は、次のうちどれか。

（１）７本線６よりのワイヤロープで、１よりの間に素線が８本切断したもの
（２）２４本線６よりのワイヤロープで、１よりの間に素線が１２本切断した
  もの
（３）摩耗により、直径の減少が公称径の８％に達しているもの
（４）著しい腐⾷のあるもの
（５）キンクを⼿直ししたもの

問３０  林業架線作業主任者免許を有する者を作業主任者として選任する必要
のない
作業は、次のうちどれか。

 
装 置 の
種  類

原動機の
定格出⼒

⽀間の斜
距離の合計

最⼤使
⽤荷重

作業の
種 類

(１)
機  械
集材装置

１０.０kw ４００ｍ ３００kg 集材

(２)
機  械
集材装置

 ７.５kw ４００ｍ ３００kg 修理

(３)
機  械
集材装置

 ７.５kw ３００ｍ ２３０kg 解体

(４) 運材索道 １０.０kw ２８０ｍ ３００kg 組⽴て

(５) 運材索道  ７.５kw ３００ｍ １８０kg 運材

問３１ （⼒学免除者は次の科⽬は解答しないで下さい。）

（林業架線作業に必要な⼒学に関する知識）

 重⼼に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）厚さが均⼀でない円形の物体の重⼼の位置は、必ず円の中⼼にある。
（２）重⼼は、いかなる形状の物体でも必ず物体内にある。
（３）三⾓形の重⼼は、頂点から下した垂線の２分の１のところにある。
（４）物体を１本のひもでつるせば、物体の重⼼は必ずそのひもの延⻑線上に
  ある。
（５）物体の重⼼は、その物体の置き⽅で変わる。

問３２  ⼒に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）⼒は⼒の作⽤点から⼒の⽅向に引いた直線（作⽤線）上の任意の点へ移
  しても⼒の働きは変わらない。



（２）⼀つの物体に⼆つ以上の⼒が作⽤し動いた場合、その動く⽅向は合⼒の
  ⽅向である。
（３）互いにつり合っている⼆つの⼒は、⼤きさが等しく、かつ、その向きは
  同じである。
（４）⼆つ以上の⼒が作⽤しているとき、これらと同じ効果をもつ⼀つの⼒に
  まとめることを、⼒の合成という。
（５）⼒のモーメントは、⼒の⼤きさとその⼒の腕との積で表される量をい
う。

問３３  図のようにＯ点を作⽤点として２⽅向Ａ、Ｂへ作⽤する⼒Ｐ1、Ｐ2の
合⼒の
⼤きさはいくらか。

          
（１）１,１７６Ｎ{１２０kgf} 
（２）  ６８６Ｎ{ ７０kgf} 
（３）  ５３９Ｎ{ ５５kgf} 
（４）  ４９０Ｎ{ ５０kgf} 
（５）  ３４３Ｎ{ ３５kgf}

問３４  図のようなはりにＰ＝２４００kgの荷重を乗せた場合、⽀点Ａにかか
る⼒は
いくらか。
 ただし、はりの質量は考えないものとする。

  
（１） ５,８８０Ｎ{ ６００kgf}



（２） ７,８４０Ｎ{ ８００kgf}
（３）１１,７６０Ｎ{１,２００kgf}
（４）１５,６８０Ｎ{１,６００kgf}
（５）１７,６４０Ｎ{１,８００kgf}

問３５  図のようにスリングロープで⽊材（Ｐ）を２本づりしたとき、スリン
グロー
プ(Ｔ)にかかる張⼒が、⼀本吊りしたときと同じになる⾓度θとして、正しい
ものは次のうちどれか。

（１）１５゜
（２）３０゜
（３）４５゜
（４）６０゜
（５）９０゜ 

問３６  直径が１０mmの鋼の丸棒に１４.７kＮ{１.５
tf}の引張荷重を作⽤させたと
きの引張応⼒の値として、最も近いものは次のうちどれか。

（１）１８７Ｎ/mm2{１９.１kgf/mm2}
（２）２４５Ｎ/mm2{２５.０kgf/mm2}
（３）４６７Ｎ/mm2{４７.７kgf/mm2}
（４）５１３Ｎ/mm2{５２.３kgf/mm2}
（５）９３５Ｎ/mm2{９５.４kgf/mm2}

問３７  物体の運動に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）物体には、静⽌⼜は同⼀運動の状態を保つ性質があるが、これを慣性と
  いう。
（２）⼒学においての速度とは、運動している物体が単位時間に移動した距離
  で表され、運動の⽅向は関係しない。
（３）物体が運動しているとき、この運動から⽣ずる抵抗とつり合うような⼒
  を加え続ければその物体は等速運動をする。
（４）運動している物体の単位時間における速度の変化の程度を⽰す量を加速
  度という。
（５）速度の⼤きさ、⽅向が⼀定の運動が等速直線運動である。

問３８  図のような組合せ滑⾞を利⽤して荷をつり上げたとき、３９２Ｎ{４
０kgf}
の⼒で保持することができる荷の質量(Ｗ)は次のうちどれか。
 ただし、ワイヤロープと滑⾞の摩擦及び動滑⾞の質量は考えないものとす



る。

（１） ４０kg
（２） ８０kg
（３）１２０kg
（４）１６０kg
（５）２４０kg 

問３９  図のような⼿動ウインチを使ってＰ
点に２００kgの⽊材を巻上げるためには、
少なくとも何Ｎを超える⼒をハンドルに加えなければならないか。
 ただし、ａ＝８０cm、ｂ＝４０cmとし、ウインチの摩擦抵抗は考えないも
の
とする。

   
（１）２９４Ｎ{ ３０kgf｝
（２）３９２Ｎ{ ４０kgf｝
（３）４９０Ｎ{ ５０kgf｝
（４）５８８Ｎ{ ６０kgf｝
（５）９８０Ｎ{１００kgf｝

問４０  図のようにして、円周３.６ｍのドラムが毎分２００回転するときの
荷の巻
上げ速度はいくらか。

（１）１.８ｍ/ｓ
（２）３.６ｍ/ｓ
（３）４.５ｍ/ｓ
（４）５.０ｍ/ｓ
（５）６.０ｍ/ｓ 

（終わり）
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